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特　集

《
２
０
２
５
年
４
月
１
日
〜
》

①
子
の
看
護
休
暇
の
見
直
し

【
義
務
】
就
業
規
則
等
の
見
直
し

　
小
学
校
第
３
学
年
修
了
ま
で
の
子
を

養
育
す
る
労
働
者
が
申
し
出
た
と
き
は
、

１
年
間
に
５
日
間
（
子
が
２
人
以
上
の

場
合
は
10
日
間
）
の
子
の
看
護
等
休
暇

を
与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
取
得

理
由
に
、
負
傷
、
疾
病
、
予
防
接
種
、

健
康
診
断
の
ほ
か
、
新
た
に
感
染
症
に

伴
う
学
級
閉
鎖
や
入
園
（
入
学
）
式
、

卒
園
式
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

②
所
定
外
労
働
の
制
限
（
残
業
免
除
）

　
の
対
象
拡
大

【
義
務
】
就
業
規
則
等
の
見
直
し

　
小
学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す
る
労

働
者
が
請
求
し
た
と
き
は
、
事
業
の
正

常
な
運
営
を
妨
げ
る
場
合
を
除
き
、
所

定
労
働
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
育
児
休
業
取
得
状
況
の
公
表
義
務
適

　
用
拡
大
【
義
務
】

　
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
数
が
3
0
1

人
以
上
の
事
業
主
は
、
毎
年
１
回
、
男

性
の
育
児
休
業
等
の
取
得
状
況
を
公
表

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
年
１
回
、
公
表
前
事
業
年
度
の
終
了

後
お
お
む
ね
３
か
月
以
内
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
や
、
そ
の
他
適
切
な

方
法
で
、
一
般
の
方
が
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
公
表
し
て
く
だ
さ
い
。
自
社
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省

が
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
両
立
支

援
の
ひ
ろ
ば
」
で
公
表
す
る
こ
と
も
お

す
す
め
し
ま
す
。

④
介
護
離
職
防
止
の
た
め
の
雇
用
環
境

　
整
備
【
義
務
】

　
介
護
休
業
と
介
護
両
立
支
援
制
度
等

の
申
出
（
※
）
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
事
業
主
は
次
の
い
ず

れ
か
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
雇
用
環
境
の
整
備
の
措
置
を
講

ず
る
に
当
た
っ
て
は
可
能
な
限
り
複
数

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で

す
。

⑤
介
護
離
職
防
止
の
た
め
の
個
別
の
周

　
知
・
意
向
確
認
等
【
義
務
】

　
介
護
に
直
面
し
た
旨
の
申
出
を
し
た

労
働
者
に
対
し
て
、
事
業
主
は
介
護
休

業
制
度
等
に
関
す
る
以
下
の
事
項
の
周

知
と
介
護
休
業
の
取
得
・
介
護
両
立
支

援
制
度
等
の
利
用
の
意
向
の
確
認
を
、

個
別
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

《
２
０
２
５
年
10
月
１
日
〜
》

育
児
期
の
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る

　
た
め
の
措
置
【
義
務
】

　
事
業
主
は
、
３
歳
か
ら
小
学
校
就
学

前
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者
に
対
し
て
、

職
場
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
次

の
５
つ
の
中
か
ら
２
つ
以
上
の
措
置
を

選
択
し
て
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
１
）
始
業
時
刻
等
の
変
更

　
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
、
１
日
の
所

定
労
働
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
始

業
又
は
終
業
の
時
刻
を
繰
り
上
げ
又
は

繰
り
下
げ
る
制
度
（
時
差
出
勤
の
制

度
）
。

（
２
）
テ
レ
ワ
ー
ク
等（
月
10
日
以
上
）

　
１
日
の
所
定
労
働
時
間
を
変
更
せ
ず
、

月
に
10
日
以
上
利
用
で
き
る
も
の
。

（
３
）
保
育
施
設
の
設
置
運
営
等

　
保
育
施
設
の
設
置
運
営
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
便
宜
の
供
与
を
す
る
も
の

（
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
手
配
お
よ
び
費

用
負
担
な
ど
）
。

（
４
）
就
業
し
つ
つ
子
を
養
育
す
る
こ

と
を
容
易
に
す
る
た
め
の
休
暇
（
養
育

両
立
支
援
休
暇
）
の
付
与
（
年
10
日
以

上
）

　
一
日
の
所
定
労
働
時
間
を
変
更
せ
ず
、

年
に
10
日
以
上
取
得
で
き
る
も
の
。

（
５
）
短
時
間
勤
務
制
度

　
一
日
の
所
定
労
働
時
間
を
原
則
６
時

間
と
す
る
措
置
を
含
む
も
の
。

育
児・介
護
休
業
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

参考資料・出典：厚生労働省・経済産業省HP及びパンフレット
　　　　　　　　日本商工会議所「令和7年度 税制改正のポイント」

育
児・介
護
休
業
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

　2025年も事業所の皆さまにとって重要な労務関係および税制の法律改正が施行されます。これらの改正は、
事業運営に大きな影響を与える可能性があるため、適切な理解と早めの対応が必要不可欠です。この記事では、
「育児・介護休業法」の改正ポイントや税制改正について解説します。法律の変化に柔軟に対応し、よりスム
ーズな事業運営を目指しましょう。

改正内容 施行前 施行後

対象となる子の範囲の拡大 小学校就学の始期に達するまで 小学校３年生修了まで

取得事由の拡大
（③・④を追加）

①病気・けが
②予防接種・健康診断

①病気・けが
②予防接種・健康診断
③感染症に伴う学級閉鎖等
④入園（入学）式、卒園式

労使協定による継続雇用
期間６か月未満除外規定
の廃止

＜除外できる労働者＞
①週の所定労働日数が２日
　以下
②継続雇用期間６か月未満

＜除外できる労働者＞
①週の所定労働日数が２日
　以下
※②を撤廃

※取得可能日数は、現行日数（1年間に5日、子が2人以上の場合は10日）から変更ありません

改正内容 施行前 施行後

請求可能となる
労働者の範囲の
拡大

3歳未満の子を
養育する労働者

小学校就学前の子
を養育する労働者

②所定外労働の制限（残業免除）の対象拡大

⑤介護離職防止のための個別の周知・意向確認等

④介護離職防止のための雇用環境整備

①子の看護休暇の見直し

 

対象者 対象家族の介護に直面した旨の申出をした労働者

周知事項

以下のすべての事項を周知する必要があります。
①介護休業に関する制度、介護両立支援制度等（制度の内容等）
②介護休業・介護両立支援制度等の申出先（例：人事部等）
③介護休業給付に関すること（制度の内容等）

個別周知・
意向確認の方法

①面談（オンライン面談可） ②書面交付 ③FAX ④電子メー   
ル等 のいずれか（※③，④は労働者が希望した場合に限る） 

※取得・利用を控えさせるような個別周知と意向確認は認められません

①介護休業・介護両立支援制度等に関する研修の実施
②介護休業・介護両立支援制度等に関する相談体制の整備（相談窓口設置）
③自社の労働者への介護休業・介護両立支援制度等の取得事例の収集・提供
④自社の労働者への介護休業・介護両立支援制度等の取得促進に関する方針の周知

（※）ⅰ介護休暇に関する制度　ⅱ所定外労働の制限に関する制度
ⅲ時間外労働の制限に関する制度　ⅳ深夜業の制限に関する制度
ⅴ介護のための所定労働時間の短縮等の措置

　両立支援のひろば
　両立支援に取り組
む企業の事例検索や
自社の両立支援の取
組状況の診断等がで
きます。本サイトで
育児休業等取得率
の公表を行っていた
だくこともできます。
　

◆
よ
り
具
体
的
な
公
表
内
容
や
算
出
方

法
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
先
の
リ
ン
ク
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　【両立支援等助成金など事業所支援の関連リンク集】
　職業生活と家庭生活が両立できる「職場環境づくり」のために、仕事と育児・介護の 両立支援
に取り組む事業主に対して、両立支援等助成金もあります。
　また、厚生労働省のHPでは就業規則作成、雇用環境整備、個別周知・意向確認に活用できるフ
ォーマットやよくある質問などをまとめたページもありますので、ぜひご確認ください！　　　
　　　　　

男性の育児休業
取得率等の公表
について　　　
　　　

☑

両立支援等助成金育児・介護休業等に関する規定例パンフレット、マニュアル等


